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   A 20-year-old man was admitted with multiple lung, liver and retroperitoneal lymphnode metas-
tases from right testicular tumor. The serum hCG level was 170,000 mlu/ml. Orchiectomized right 
testis showed choriocarcinoma and teratoma pathologically. After 3 courses of chemotherapy of cis-
platin, vinblastine and  bleomycin, retroperitoneal lymphnodes were resected. Three courses of salvage 
chemotherapy of VP-16 (etoposide) were performed. The serum hCG level became normal and all 
metastases disappeared. For 37 months after operation there has been no recurrence of tumor. 
   The 29 cases of testicular tumor with liver metastasis reported in the Japanese literatures 
during the last 7 years were discussed. The prognosis of testicular tumor with liver metastasis is 
very poor. However, adequate combination therapy might be effective for the far-advanced testicu-
lar tumor. 
                                                (Acta  Urol. Jpn. 39: 663-667, 1993) 
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緒 言
最近,わ れわれは20歳の肝転移を有するstageIIIc
精巣腫瘍例で治療 に著効 を示 し,3年 以上経た現在













て右 水 腎 を 認 め たた め,泌 尿 器科 受 診 とな った,
現 症1腹 部 右側 に 超 手 挙 大,表 面 や や 不 整,硬 く移
動 性 のな い腫 瘤 を触 知 し,左 精巣 上 極 に 示 指 頭 大 の硬
結 を認 めた.
検 査所 見:末 梢lnL検査 で は 白血球12.1×103/mm3,
血 液 生 化学 検 査 で はLDH62gu/1と 上 昇 して いた.
腫瘍 マ ー カ ー と してhCGは170,000mlufml,β一hCG
は4,800ng/mlと異 常 高値 を示 して い た が,AFPは
正常 で あ った.
胸 部X線=左 肺 門 に35xl5mm,右 下 肺 野 に 五4×
14mmの 転移 を 疑 わ せ る円形 陰 影 を 認 め た.
DIP:右 腎 は造 影 剤 の 排 泄 が 遅 延 し,20分 像 に て
もネ フ ロ グ ラ ムのみ であ った.
腹 部CT:L4の 高 さを 中心 と して 後腹 膜 リンパ節
転移 と考 え られ る直 径 約10cmの 後 腹 膜 腫瘤 を認 め
た(Fig.1).
血 管 造 影=肝 内}こは直 径2～3cmを 最 大 と した 多



























経 過=以 上 よ り,右 精 巣 腫 瘍 の肺,肝,後 腹 膜 リ ソ
パ節 転 移 と診 断 し,12月21日右 高位 精 巣 摘 出 術を 施 行
した.摘 出精 巣 は45×30×30mmで 上極 に 直 径 約2
cmの 腫 瘍 が認 め られ,病 理 診 断に も絨 毛癌+奇 形 腫
で あ った,精 巣 摘 出術 直 後 のhCGは 最 高1,700,000
mlu/m1,β一hcGは8,000ng/m1まで上 昇 し,PvB
療法(総 計CDDP525mg,vinblastinc78mg,ble-
omycin360mg)を3コース 施行 した と こ ろ,hCG
は170mlu/mlまで 低 下 し,右 水 腎症 も 軽 快 した,
PVB療 法3コ ース後 の 腹 部CTに て 後 腹膜 転 移 巣
は12%縮小 し,肝 転 移 も内 部 が 嚢胞 状 に な って い る と
考 え られ る所 見 が え られ た(Fig.2).肺 転移 は ほ ぼ
消 失 した.
CDDPに よ る 継 続 治 療 を 本 人 が 拒 否 した た め,
hCGの 正 常 化 を またず,平 成 元 年3月7日 後 腹 膜 リ
ソパ 節転 移 巣 摘 出術 を 施 行 した.摘 出標 本 は10×8×
7cmで 内 部は ほ とん ど壊 死 組 織 で あ った が,直 径 約
2cmのcysticteratomaが認 め られ た.絨 毛 癌 の成
分 は 認 め られ な か った.術 後,hCGは 一 時32,000
mlu/ml,β一hCGは80ng/mlまで 上 昇 したが,さ らに
VP-16によ るsalvage化学 療 法 を3コ ー ス(160mg
連 続5日 間 を1コ ー ス と し た)とvinblastine投与
(毎月13mgを 静 注)に よ り,正 常値 とな った(Fig.
3).なお,β 一hCGに つ い て は 当院 で の 都 合 に よ り経
過 途 中 で 測定 が で き なか った.
胸 部X線,腹 部CTで は 肺,肝 転 移 は 完 全 に消 失
し,6月10日 退 院 とな った.現 在,退 院 後37ヵ月 で あ
り,外 来 に てvinblastinc(毎月13mgを 静注)に
よ る維 持療 法 を3年 間 継続 した後,経 過 観 察 中 で あ る
























に肝転移があった のは15例で,こ の うち7例 は長期
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